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私たちは
信頼される金融グループとして

みなさまの期待に応えるサービスを提供し
地域社会の発展に貢献し続けます

変化に果敢に挑戦し
新たな価値を創造します

発刊のごあいさつ

経 営 理 念  



第四北越銀行は、国内最古の源流銀行である「第四国立銀行」の1873年（明治6年）の創立から、

2023年11月2日で創立150周年を迎えることができました。これもひとえにお客さま、地域

社会、株主の皆さまの永きにわたる温かいご支援、ご愛顧の賜物であり心より感謝申し上げ

ます。

このたび、創立150周年の記念事業の一環として、これまでの当行の歴史を一冊にまとめ、

新潟県の金融の歴史として記録を残すことといたしました。第四北越銀行に対するご理解を

一層深めていただければ幸いです。

第四北越銀行は、2021年1月に第四銀行と北越銀行が合併して誕生しました。両行ともに

資本主義経済の黎明期である明治の初期に創業し、これまで多くの困難に遭遇いたしましたが、

地方銀行としての役割・使命を果たしながら地域とともに歩み、成長してまいりました。

平成以降を振り返りますと、金融経済面では、バブル崩壊後失われた30年と言われるほど

の長きに渡るデフレ経済や、リーマンショックによる世界的な金融不安の加速、さらには日本

銀行によるマイナス金利政策の導入やデジタル技術の急速な進展と相まった異業種との競合激化

など、まさに激動の時代でありました。また社会構造面を見ますと、人口減少・少子高齢化

などの構造的な社会課題が一層深刻化し、自然環境面では、気候変動に伴う度重なる豪雨や、

大規模地震による災厄に加え、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大にも見舞われました。

このように経営環境はかつてないほど複雑性、不確実性を増しています。

こうしたなか、私どもは、「信頼を礎として地域に貢献する」という強い「志」を、これまで

150年にわたって脈々と受け継ぎながら、環境変化に応じた「進化」を遂げてまいりました。

この「志」は、どのような経営環境になろうともいっさい変わることはなく、第四北越フィナン

シャルグループの経営理念においては「地域に貢献し続ける」として永続性を謳っています。

地域なくして当行は存在しえません。次の150年に向けて、全役職員が歴史と伝統を誇り

としつつ、地域のために全力で様々な挑戦を続け新たな価値を創造し、地域とともに当行が

持続的に成長していく、まさしくサステナブルな成長を追求してまいります。

今後も一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げ、発刊のご挨拶とさせて

いただきます。

2025年1月

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第四北越フィナンシャルグループ　代表取締役社長

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第四北越銀行　取締役頭取



経営理念の実践
－地域と当社グループのサステナブルな成長に向けて－

第四北越フィナンシャルグループの経営理念

はサステナブルな価値創造ストーリーの大原則

となるものであり、いかなる環境下において

も、この経営理念に則った行動を実践していく

ことが不可欠です。「信頼」なくして人間関係は

成り立たず、ましてビジネスの世界ではあらゆ

る取引が常に「信頼」が大前提となって成立して

います。第四北越銀行では、1873年の創立以

来、150年以上にわたり刻々と変化する環境

に対応しながら、地域金融機関としての役割・

使命を果たすことで、地域の皆さまとの信頼関

係を築き、深めながら、地域とともに成長して

きました。

この信頼関係を礎に「みなさまの期待に応え

るサービスを提供し、地域社会の発展に貢献

し続ける」ことが当社の最大の使命、存在意義、

つまりは当社のパーパスであり、これから10

年、20年経っても、どのような経営環境にな

ろうとも、この使命はいっさい変わることはあ

りません。そこで、私をはじめとする役員全員

は、職員に向けて次のように繰り返し、繰り返

し説き続けています。

すなわち「我々は『信頼される金融グループ』

であり続けるために、倫理観の醸成と人格形成

に努めるとともに、新潟県を代表する金融・情

報サービスグループの一員として、地域から寄

151年目（フィナンシャルグループ設立6年目）を迎え、飛躍のステージと位置付ける

第三次中期経営計画のスタートにあたってのトップメッセージです。
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せられている大きな期待に全力でお応えして

いくとの気概と矜持を持って自己研鑽に努め、

『変化に果敢に挑戦し、新たな価値を創造』し

て、当社の使命を果たしていく」、そして「役職

員のすべての事業活動は常にこの経営理念に整

合的で、経営理念を目指すものでなければなら

ない」という考え方であります。

第三次中期経営計画

第四北越フィナンシャルグループを取り巻く

経営環境は、少子高齢化を伴う人口減少が想定

を上回るスピードで進行しているほか、生成Ａ

Ｉに象徴されるデジタル技術の革新と相まった

異業種による金融分野への参入も増加し、業態

の垣根を越えた競合が一層激化しています。さ

らには、脱炭素をはじめとした地球環境への対

応が不可逆的な潮流となっているほか、地政学

的リスクの顕在化による国際秩序の変容も新た

な脅威となっています。加えて、長年続いた我

が国のデフレ経済や超低金利政策が転換期を迎

えているなど、複雑性や不確実性を増しながら

加速度的かつ多面的に変化しています。

こうした経営環境のもと、2024年4月から

スタートさせた第三次中期経営計画では、取り

組む経営課題の視点として、従前からの「財務

的課題」に加え、地域社会が抱えるさまざまな

課題のうち優先して取り組む「環境・社会課題」

を設定し、この2つを当社グループが克服すべ

き最重要経営課題「ダブルマテリアリティ」とい

たしました。

「財務的課題」には「収益力の強化」、「生産性

の向上」、「健全性の維持・向上」の3点、「環

境・社会課題」には「地球環境問題への積極的

な取り組み」など、Ｅ（Environment:環境）、Ｓ

（Social:社会）、Ｇ（Governance:ガバナンス）

の各分野で課題を特定しています。

これらの課題の同時解決に向けて、「グルー

プ総合力の発揮」「生産性向上の追求」「人的資本

価値の向上」「リスクマネジメントの深化」の4つ

の基本戦略に取り組み、あらゆる分野において、

「イノベーション加速のメインエンジン」である

「TSUBASAアライアンス」や「群馬・第四北越ア

ライアンス」の連携を最大限活用していきます。

第三次中期経営計画に込めた想い
－当社の企業価値向上に向けた挑戦－

私は、第三次中期経営計画を「グループ全役

職員が志（＝経営理念）を一つにし、強い気持

ちで変化に挑戦し、勇ましく飛躍するステー

ジ」と位置づけ、「一志勇躍」を新たな合言葉（ス

ローガン）として掲げました。

第四北越フィナンシャルグループが三大

シナジー（合併シナジー、グループシナジー、

TSUBASA連携シナジー）の発揮によってこれ

まで成長してきたことは、全役職員が「一志団

結」で努力し続けたことによる大きな成果であ

ります。

しかしながら現在の第四北越フィナンシャル

グループは、経営統合、銀行合併を経て、一つ

の組織体として態勢が整ったところ、いわばよ

うやくスタートラインに立ったところであり、

ここから真価を発揮してさらなる高みへ「勇躍」

します。



その基本的な方針は次の3点です。

①既存業務をさらに深掘りしていくグループ経

営の「深化」と、新しい分野へ挑戦する「探索」の

両面から取り組んでいきます。また、②第四北

越フィナンシャルグループの強みである非金利

収益分野などへ大胆に経営資源を集中させてい

くほか、③「探索」にあたってはトライ・アン

ド・エラーを基本に、まずやってみることに重

きを置いて、検討に時間をかけ過ぎずに繰り返

し「挑戦」し成功を模索していきます。

人的資本価値の向上に向けて

第四北越フィナンシャルグループでは、これ

までも人材の材を財産の「財」と表現し、人財育

成への投資額を毎期継続的に増やしているほ

か、職員が能力を最大限発揮できる職場環境の

整備を進めるなど、人的資本の強化に向けて積

極的に取り組んでいます。

人財こそが持続的な価値創造や競争優位を生

み出す源泉であり、新中計においてもさらに取

り組みを強化していきます。

また、多様性の確保の観点では、2024年6

月に第四北越フィナンシャルグループにおいて

グループ内から初となる女性取締役が誕生しま

した。女性の取締役については、社内で育成す

ることを第一に候補者の育成に取り組んでお

り、銀行では女性の部長や支店長が多数活躍し

ているほか、グループ会社においても女性の社

長や役員が就任しています。経験者採用も積極

的に実施しており、証券会社出身者がグループ

会社社長に就任するなど、第四北越フィナン

シャルグループの人財の多様性は着実に進んで

います。

このほか、職員のエンゲージメント向上や健

康経営・職場環境整備にも継続して取り組み、

ＥＳ（従業員満足度）とＣＳ（顧客満足度）、そし

て業績（含、リスク管理）の三面を好循環させる

仕事の在り方を研究し、これを実現する仕組み

の構築にも取り組んでいます。

未来にむけて

2023年度は、10月に第四北越フィナンシャ

ルグループ設立5周年、また、11月に第四北

越銀行創立150周年を迎えることができまし

た。これもひとえにステークホルダーの皆さま

のご支援のおかげであり、心より感謝申し上げ

ます。

近年の経営統合・銀行合併の間に体制・意識・

行動の三面において変革を進めた結果、当社は

環境に適した戦略・戦術の立案と実行、その後

の臨機の修正と実行を行うＰＤＣＡを確実に推

進していく「遂行力」と、全体最適とは何かを明

確にしたうえで組織横断的に追求する「組織総

合力」、この二つの「力」を着実に高めてまいり

ました。

引き続き、この二つの「力」の向上に取り組

み、合言葉「一志勇躍」のもと、強い気持ちで激

しい変化の時代、いわゆるＶＵＣＡの時代に挑

戦し、地域の発展に貢献し続けてまいります。

ぜひとも、今後の第四北越フィナンシャルグ

ループの活動にご期待ください。

（2024年度第四北越フィナンシャルグループ統合報告書より抜粋）
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